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論 文 内 容 の 要 旨

ビヤクブ科植物は, 主に東南アジアに分布する多年性草木で, その根茎は百郡根と称し, 煎液は古くか

ら家畜に寄生する害虫の駆除薬として用いられてきた｡

･本科植物成分の研究は1930年代から主にタマビヤクブ根の塩基性成分についてなされており, 4種の結

晶性アルカロイ ドの単離が報告されているが, その構造に関しては主アルカロイ ドである tuberostemo-

nineについて1960年代に入ってようやくその平面構造が(Ⅰ)に示すどとき特異なものであることが決定

されたのである｡

著者は台湾産タマビヤクブ根の副アルカロイ ドの一つとして文献未知の化合物を単離し,これをstenine

と命名し, その構造をスペクトル的手段により推定し, さらに次に示す経路により構造既知の tuberost･

emonine誘導体へ変換して, その平面構造を(Ⅱ)と決定した｡

● ･ ● ･ ● _

(I ) (Ⅱ)

ひきつづき stenineの立体構造の研究にとりかかり, stenineおよびその誘導体の N.M.R.スペク

トルを中心にした化学的およびスペクトル的手段により, その立体構造を次に示す4種の可能性のある式

にまで制限することができた｡

しかし, これ以上化学的またはスペクトル的手段によって stenine の立体構造を決定することは非常

に困難と考えられたのでⅩ線結晶構造解析の手段をとり入れてこの問題を解決することにし, その研究対
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象として tuberostemoninemethobromideをえらんだ｡ その理由は,stenineはtuberostemonineの母

核部分と絶対配置をも含めて同一の立体構造を有していることが判明しているので,tuberostemonineの

立体構造の解明ほとりもなおきずstenineの立体構造の解明をも意味するものであり, またtuberostemo･

nineには stenineよりさらに3個の不斉中心が存在するから, それらの不斉中心の配置も同時に決定さ

れると考えたからである｡

この考察に基づいて著者は tuberostemoninemethobromideの単結晶を作製し, そのⅩ線回折写真を

撮影し重原子法を用いて構造解析を行ない, その結果tuberostemonineおよびstenineの立体構造ならび

に絶対配置を下図に示すどとく決定し, 従来化学的およびスペクトル的方法により推定されていた tube･

rostemonineの平面構造に確証をあたえると共にその立体構造をも決定することができ, また上 記 の と

おりスペクトル的手段によって推定した stenineの4種の可能性のある立体構造のうちの一つをえらび

だすことができた｡

tuberostemonine stemine

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

ビヤクプ科植物は一般にアルカロイ ドを含むことが知られているが, その櫛 の化学的研究については

なお未開拓の分野がはなはだ多い｡ 原田は台湾産のビヤクブ科植物タマビヤクブから新しいアルカロイ ド

を抽出単離し, これをステニンと命名してその化学構造の研究を行ない, 構造既知のヅベロステモニンと

関係づけることによってその平面構造を決定し, 併せてスペクトル的に立体構造の二部を決定したが, な

お未解決の点が残されたのでその点を明かにするため重原子法を用いてツベロステモニンプロムメチラー

トのⅩ線結晶構造解析を行ない, その平面構造を確証するとともに立体構造を決定し, これよりステニン

の立体構造をも明かにすることができた｡ ビヤクブ科植物アルカロイ ドの中で立体構造が決定されたのは

これが最初である｡

本論文は薬学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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